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こ
れ
は
日
本
の
農
業
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
県
に
お
い
て
は
牛
肉
、
か
ん
き
つ
類
な

ど
外
国
農
産
物
と
の
競
合
が
避
け
ら
れ
な
い
農
業
と
生
産
者
農
家
の
受
け
る
打
撃
は
一
層
深
刻
な
も
の
で
あ
る
。 

現
に
政
府
が
と
つ
て
き
た
一
九
六
三
年
の
砂
糖
輸
入
自
由
化
、
一
九
七
一
年
冷
凍
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
輸
入
自
由

化
、
昨
年
五
月
の
パ
イ
ン
缶
詰
の
輸
入
枠
拡
大
が
沖
縄
県
の
糖
業
や
パ
イ
ン
産
業
に
重
大
な
打
撃
を
与
え
、
沖
縄

県
農
業
の
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
生
産
は
、
そ
れ
以
後
、
減
少
若
し
く
は
低
迷
を

続
け
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

中
曽
根
首
相
は
今
回
の
訪
米
に
際
し
、
昨
年
暮
れ
の
決
定
に
引
き
続
き
牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
類
の
輸
入
自
由
化
、

枠
拡
大
、
関
税
引
下
げ
な
ど
、
新
た
な
農
産
物
市
場
開
放
措
置
を
打
ち
出
す
よ
う
で
あ
る
。 

 
牛
肉
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
が
県
内
農
家
の
不
安
と
危
惧
を
呼
ん
で
い
る
。 

沖
縄
県
農
業
と
農
産
物
輸
入
自
由
化
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

従
つ
て
、
農
産
物
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
に
つ
い
て
沖
縄
県
の
農
業
、
生
産
者
農
家
の
生
活
と
経
営
を
守
る
立

場
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

農
林
水
産
大
臣
は
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
六
日
、
果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
及
び
同
法
施

行
令
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
昭
和
六
十
五
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
果
樹
農
業
振
興
基
本
方
針
を
定
め
た
。 

こ
の
計
画
は
、
沖
縄
県
の
基
幹
作
物
で
あ
る
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
実
績
に
対

し
、
目
標
年
次
の
昭
和
六
十
五
年
度
は
栽
培
面
積
を
一
・
四
倍
、
果
実
生
産
目
標
を
一
・
八
倍
、
十
万
ト
ン
と

掲
げ
て
い
る
。 

し
か
し
、
沖
縄
県
パ
イ
ン
栽
培
農
業
の
現
状
は
、
復
帰
直
前
の
一
九
七
一
年
の
栽
培
面
積
五
、
一
一
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
ピ
ー
ク
に
、
冷
凍
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
輸
入
自
由
化
の
中
で
、
栽
培
面
積
、
生
産
量
と
も
に
停
滞
を 

沖
縄
県
は
、
こ
の
基
本
方
針
を
受
け
て
、
同
法
第
二
条
の
三
第
一
項
に
基
づ
い
て
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
二

十
八
日
、
沖
縄
県
果
樹
農
業
振
興
計
画
を
決
定
し
た
。 

四 

 



 

2 

冷
凍
パ
イ
ン
の
輸
入
自
由
化
、
パ
イ
ン
缶
詰
の
輸
入
枠
を
拡
大
し
た
中
で
パ
イ
ン
な
ど
の
果
樹
農
業
振
興

を
ど
の
よ
う
に
図
つ
て
い
く
の
か
。 

1 

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
に
あ
る
沖
縄
県
パ
イ
ン
産
業
に
対
し
て
、
昨
年
五
月
に
決
め
た
パ
イ
ン
缶
詰
の

輸
入
枠
拡
大
は
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
措
置
で
あ
り
断
じ
て
許
せ
な
い
。 

続
け
て
い
る
。
昭
和
五
十
六
年
度
は
市
況
悪
化
に
よ
る
缶
詰
工
場
の
閉
鎖
も
あ
つ
て
、
農
家
が
新
植
を
手
控
え

ざ
る
を
得
な
く
な
る
な
ど
、
栽
培
面
積
も
四
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
減
少
し
た
。 

こ
の
こ
と
が
政
府
自
ら
が
法
律
に
基
づ
い
て
定
め
た
果
樹
農
業
振
興
の
基
本
方
針
に
か
な
う
の
で
は
な
い

の
か
。 

こ
の
基
本
方
針
、
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
た
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た 

 

い
。 県

内
パ
イ
ン
産
業
の
振
興
の
た
め
に
も
輸
入
枠
を
削
減
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

五 

 



 

二 

み
か
ん
、
た
ん
か
ん
に
つ
い
て
も
、
沖
縄
県
果
樹
農
業
振
興
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標
年
次
に
は
生
産
量
を

五
・
六
倍
、
七
・
四
倍
に
引
き
上
げ
る
計
画
を
立
て
、
そ
の
他
の
か
ん
き
つ
類
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
な
ど
含
め

果
樹
の
栽
培
面
積
を
五
、
三
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
果
実
生
産
一
一
万
九
、
一
八
〇
ト
ン
、
一
・
九
倍
に
増
や
す
計

画
と
な
つ
て
い
る
。 

3 
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
は
、
他
作
物
の
栽
培
に
適
し
な
い
酸
性
土
壌
の
山
間
傾
斜
地
に
栽
培
さ
れ
転
作
の
で
き

な
い
地
域
農
業
の
主
要
作
目
に
な
つ
て
い
る
。 

つ
い
に
昭
和
五
十
六
―
五
十
七
年
期
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
四
十
円
、
前
期
に
比
べ
十
四
円
も
の
値
下

げ
と
な
り
、
県
と
市
町
村
が
五
円
の
価
格
助
成
を
行
つ
て
生
産
を
維
持
し
て
い
る
。 

政
府
に
お
い
て
も
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
五
条
（
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等
）
に
基
づ

く
同
法
施
行
令
第
二
条
、
別
表
三
に
「
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
生
産
価
格
安
定
事
業
」
を
加
え
る
な
ど
、
含
み
つ
糖

価
格
安
定
事
業
と
同
様
に
助
成
措
置
を
講
ず
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

六 

 



 

三 

牛
肉
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
昨
年
八
月
に
策
定
し
た
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
第
三
章
「
部
門
別
の
推
進

方
針
」
の

3
「
産
業
振
興
開
発
」
の
項
で
、
温
暖
な
沖
縄
県
の
自
然
的
条
件
を
生
か
し
た
農
業
の
振
興
を
う
た
い

「
肉
用
牛
の
供
給
基
地
の
形
成
」
を
強
調
し
、
肉
用
牛
の
生
産
振
興
を
基
本
と
し
た
畜
産
生
産
基
盤
の
整
備
を
図

る
と
し
て
い
る
。 

本
土
出
荷
の
最
大
の
障
害
で
あ
つ
た
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が
、
沖
縄
本
島
で
完
全
に
根
絶
さ
れ
た
こ
と
も
あ
つ

て
、
農
家
の
生
産
意
欲
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
も
し
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
輸
入
自
由
化
が
強
行
さ
れ
る
と
す

れ
ば
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
る
。
そ
れ
で
も
止
む
を
得
な
い
と
い
う
考
え
な
の
か
。 

沖
縄
県
の
農
業
、
生
産
者
農
家
の
生
活
と
経
営
を
守
る
立
場
に
立
つ
て
、
オ
レ
ン
ジ
類
の
輸
入
自
由
化
は
も

ち
ろ
ん
輸
入
枠
拡
大
も
断
固
と
し
て
拒
否
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

沖
縄
県
に
お
け
る
か
ん
き
つ
類
の
栽
培
は
、
青
切
り
み
か
ん
の
出
荷
な
ど
急
速
に
生
産
が
拡
大
し
、
昭
和
五

十
五
年
度
は
五
、
九
九
〇
ト
ン
、
昭
和
五
十
年
度
の
三
・
二
倍
と
な
つ
た
。 

七 

 



 

1 

現
在
、
県
産
肉
用
牛
の
ほ
と
ん
ど
は
本
土
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
が
、
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
は
、

県
産
肉
用
牛
の
市
場
を
奪
い
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
打
撃
を
与
え
る
。 

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
の
対
策
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
、
枠
拡

大
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
沖
縄
県
が
目
指
す
目
標
の
達
成
は
お
ろ
か
、
政
府
が
策
定
し
た
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発

計
画
で
目
標
と
す
る
「
肉
用
牛
の
供
給
基
地
の
形
成
」
も
、
実
現
が
不
可
能
と
な
る
の
は
必
至
で
あ
る
。 

沖
縄
県
は
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
目
標
年
次
、
昭
和
六
十
六
年
度
に
は
飼
育
頭
数
を
八
万
頭
と
す
る

計
画
を
立
て
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
二
年
以
降
の
価
格
低
迷
な
ど
も
影
響
し
、
飼
育
頭
数
は
伸
び
悩
み
、
昭
和
五
十
六
年
で

三
万
一
、
七
〇
〇
頭
に
過
ぎ
な
い
。 

年
中
通
し
て
の
草
の
生
産
が
可
能
で
あ
り
、
冬
期
に
は
さ
と
う
き
び
の
梢
頭
部
の
利
用
な
ど
、
そ
の
自
然
的

条
件
を
生
か
し
た
肉
用
牛
の
生
産
は
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

八 

 



 

四 

政
府
は
十
年
間
の
計
画
期
間
を
終
了
し
た
第
一
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
引
き
続
き
昨
年
八
月
第
二
次
沖
縄

振
興
開
発
計
画
を
策
定
し
た
。 

2 

牛
肉
の
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
を
や
め
て
、
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
が
目
指
す
肉
用
牛
の
生
産
振
興

を
図
る
こ
と
こ
そ
が
、
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

沖
縄
の
振
興
開
発
に
つ
い
て
政
府
は
こ
れ
ま
で
「
基
地
依
存
経
済
か
ら
脱
却
し
て
自
立
経
済
の
確
立
を
」「
農

林
水
産
業
の
積
極
的
な
振
興
を
す
す
め
る
と
と
も
に
製
造
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
」
な 

政
府
は
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
き
畜
産
基
地
の
建
設
、
優
良
銘
柄
牛
の
育
成
、
枝
肉
出
荷
体

制
の
確
立
な
ど
肉
用
牛
の
生
産
振
興
を
図
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
具
体
的
施
策
を
講
ず
る
の
か
、
そ
れ
を
示

さ
れ
た
い
。 

政
府
が
策
定
し
、
そ
の
実
施
に
責
任
を
負
う
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に 

も
、
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
は
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

九 

 



 

3 

し
か
も
、
今
後
期
待
さ
れ
て
い
る
沖
縄
県
の
か
ん
き
つ
類
や
肉
用
牛
ま
で
も
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
の
犠 

2 

沖
縄
県
農
業
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
特
別
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
な
か 

で
、
そ
の
振
興
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。 

1 
こ
の
計
画
は
、
社
会
資
本
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
沖
縄
県
の
経
済
が
二
十
七
年
間
の
米
軍
占
領
支
配
の
下

で
第
三
次
産
業
が
極
端
に
肥
大
化
し
、
取
り
分
け
農
業
を
始
め
第
二
次
産
業
が
著
し
く
立
ち
遅
れ
、
い
び
つ

な
形
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
打
開
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
ど
う
か
。 

ど
と
強
調
し
て
き
た
。 

こ
の
責
任
は
重
大
で
あ
り
、
政
府
が
策
定
し
た
計
画
に
逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
、
明
確
な
答
弁
を
求
め

る
。 に

も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
一
方
で
、
農
産
物
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
に
よ
つ
て
基
幹
作
物
で
あ
る
パ
イ
ン
や

さ
と
う
き
び
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
て
き
た
の
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。 

一
〇 

 



 

五 

沖
縄
県
は
復
帰
十
年
を
経
過
し
た
今
日
、
な
お
農
業
や
産
業
活
動
に
必
要
な
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
土
地
や

財
産
が
米
軍
基
地
に
奪
わ
れ
て
い
る
。 

米
軍
基
地
が
沖
縄
振
興
開
発
の
大
き
な
障
害
と
な
つ
て
い
る
。
加
え
て
政
府
は
復
帰
後
県
民
本
位
の
産
業
、

経
済
の
施
策
を
十
分
講
じ
て
こ
な
か
つ
た
た
め
に
農
業
を
始
め
製
造
業
な
ど
第
二
次
産
業
の
振
興
が
非
常
に
遅

れ
、
県
民
生
活
は
深
刻
な
事
態
に
あ
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

農
産
物
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
の
た
め
に
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
は
犠
牲
に
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
、
そ
う
で
な
い
と
い
う
な
ら
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

沖
縄
県
経
済
、
そ
し
て
農
業
と
生
産
者
農
家
の
生
活
と
経
営
を
守
る
た
め
に
農
産
物
輸
入
自
由
化
は
も
ち
ろ 

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
目
標
達
成
に
つ
い
て
、
政
府
は
本
当
に
責
任
を

も
つ
て
推
進
す
る
姿
勢
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

牲
に
し
よ
う
と
す
る
に
至
つ
て
は
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

一
一 

 



 

 

一
二 

ん
、
輸
入
枠
拡
大
、
関
税
引
下
げ
を
や
め
て
、
政
府
が
策
定
し
た
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
き
県
民

本
位
の
本
格
的
な
振
興
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
責
任
あ
る
見
解
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
質
問
す
る
。 


